result
現在のセッションで実行したクエリの結果を参照します。
構文
result [offset=INT] QUERY_ID
必須パラメータ
QUERY_ID
結果を参照するクエリのID（デフォルト: なし）。クエリIDは system queries コマンドで確認できます。
オプションパラメータ
offset=INT
スキップするレコード数（デフォルト: 0）
使用例
現在のセッションで実行中のクエリ（616）のクエリ結果を参照
result 616
現在のセッションで実行中のクエリ（616）のクエリ結果から10件スキップして参照
result offset=10 616
